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平
成
M
年
度
決
算
報
告

町
職
員
の
給
与
状
況

成
人
者
名
簿

功
績
を
称
え
て

ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

町
美
展
入
白
書

ま
ち
の
う
ご
き

ふ
く
し
の
窓

く
ら
し
の
情
報
室

あ
さ
ひ
の
美
術

1 1月5日、山崎地区の田んぼに7羽のハク

チョウが飛来しました。本格的な冬の到来を告

げるとともに、周囲に安らぎを運んできました。

2 

⑤広報あさひは資源開のため再舗を使用しています
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平成14年度の決算がまとまりまし

た。町政は、みなさんからの税金や固

からの地方交付税等を財源として運営

されています。今月患では町の「家計

簿jの報告をします。偽報告

圃の

82億5,384万円
《町民一人あたリ約51方5,000円》• 76億~，072万円

《町民一人あたり約47方9,000円》
匂診

【
歳
入
（
収
入
）
】

決
算
と
は
、
町
の
・
家
計

…mv》
を
ま
と
め
た
も
の
。
蔵
入

ー
、i

と
は
年
間
の
収
入
、
議
出

と
は
支
山
の
こ
と
で
、
以
一本
的
に
は

家
の
一
家
計
簿
と
そ
う
変
わ
ら
な
い
ん

じ
ゃ
よ
。

l
h
h
’

そ
う
す
る
と
博
士
、

開

リ
山凶
の
決
算
報
引
を
比
れ
ば
、

1

・

町
の
お
令
の
悦
い
方
が
わ

か
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
ら
の
賀
川
は

私
た
ち
の
悦
合
な
ん
だ
か
ら
、
使
わ

れ
し
ん
も
知
っ
て
お
く
必
裂
が
あ
り
ま

す
ね
。

そ
の
と
お
り
。
き
て
、

で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
博
士
、

こ
の
グ

ラ
フ
に
あ
る
「
自
主
財
椋
」
や
「
依

存
財
源
」
は
ど
う
い
う
怠
昧
な
ん
で

す
か
っ

向
主
財
淑

と
は
町

『

、ー，

…ゆ
時
一
則
の
家
計
簿
は
3
つ
に
分

A
U
1

類
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
よ
。
ぞ

れ
が
、
町
の
行
政
運
営
に
使
わ
れ
る

一
般
会
計
、
下
水
道
事
業
な
ど
特
定

の
同
的
に
使
わ
れ
る
特
別
会
計
、
あ

さ
ひ
総
合
病
院
の
企
業
会
計
じ
ゃ
。

そ
れ
で
は
ま
ず
、
一
般
会
計
に
つ
い

て
見
て
み
よ
う
。
平
成
凶
作
皮
の

一

般
会

A
の
歳
入
額
は
∞
記
憶
5，
3
8
4

万
川
。
在
の
グ
ラ
フ
が
、
待
以
円
と

金
剣
山
を
表
し
た
も
の
じ
ゃ
よ
。

こ
の
グ
ラ
フ
を
い
い
ん
る

金
の
こ
と
じ
ゃ
。
こ
の
小

で
討
も
大
き
い
の
は
町
税
で
、

の
初

・
9
引
を
占
め
て
お
る
。

一
人
あ
た
り
分
は
、

の
と
お
り
じ
ゃ
。

／、
寸で

体
lllf 
民

トケ
の
円
グ
ラ
フ

佐
官
の
使
川
料
や
川
体
行
料
な
ど
の
分

そ
の
ほ
か
に
川
幻

判〈似

・
刊（
判
一
九
み
が
あ
る
ん
じ
ゃ
。

2 I ~ ～・l
(6.5%1 [c.2s.1 %l I •‘孟.

※（）は織成比、 i｝は対前年比 l!~： 
iJJit 
と
は
l'I 

l” 悦
で
ィ、

①地方交付税

②町償

③国・県支出会

③地方消費税交付金

⑤地方議与税ほか
⑥町税
⑦繰入金

③繰越金

⑨諸収入
⑩分担金・負担食

⑪使用料・手数料ほか

③民生資

⑮総務質

。公償資

⑪衛生資

＠土木賃
＠ 教育n
⑬ 農林水産業費

⑪ 消防費

①商工賃

①E者支出金ほか｜怜炉ト

【
歳
出
（
支
出
）
】

次
に
成

－
骨
’

で
は
博
上
、

関
川
川副

川

、
家
計
で
一ハ
う
立
川

1
auL
a司
の
こ
と
で
す
が
、
行
の

成
山
の
グ
ラ
フ
を
は
て
、
ど
ん
な
こ

と
が
わ
か
る
の
で
す
か
っ

p
o

い民
生
賀
、
総
務
質
、

《
》
J
土
木
費
な
ど
い
ろ
い
ろ

－

t
ォ

な
頃
自
に
分
か
れ
て
お

る
。
こ
れ
は
使
っ
た
お
金
を
町
山
知
ご

と
に
し
た
グ
ラ
フ
な
ん
じ
ゃ
。
平
成

凶
作
ハ肢
は
全
体
で
花
飽

8
．0
7
2

万
円
を
使
っ
た
ん
じ
ゃ
な
。

と
、
川
に
人
っ
て
く
る
お

合
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん

H14 
1ム2.7%)

と
い
う
こ
と
は

｛火
f子

氷手IJt色直前見 902万円
(0.5%）《562円》

入湯税 844万円
(0.5%）《526円》

．．．．．．．．．．．．． 
？③3億8,780方円
: (4.7%) 

・⑨2億 152万円
• (2.4%) 

f⑩11.意3,655万円
• (1.7%) 

． 

' 軽自動車税 2,953万円
(1.7%）《1,842円》

町たばこ税
8,265万円
(4.8%) 

《5,154円》

⑮12f窓7,655万円
(16.6%) 

(Q)8f意2,03下万円
~ no.n会）

。12！意4,319万円
(16.2%) 

l
h
’

そ
れ
じ
ゃ

、
具
体
的

関

V
副

に
ど
ん
な
こ
と
に
お
金

J
・

を
使
っ
た
ん
で
す
か
っ

持
！

J

グ
ラ
フ
を
けん
る
と

u

m伊
国
況
は
が

一
市
多
く
、

A
ト

；
11
休
の
ゆ

・
6
引
を
山
め

て
お
る
じ
や
ろ
う
。
こ
れ
は
主
に
、

あ
さ
ひ
幼
児
教
門
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ

り
幼
児
凶
の
建
設
核
備
が
進
め
ら
れ

た
お
令
が
含
ま
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
。

総
務
質
で
は
、
山
崎

「紅
悠
館
」

の
越
投
樫
備
が
で
な
も
の
じ
ゃ
な
。

トし
本
質
で
は
、
河
川
や
道
路
税
制

の
他
に
も
、

「よ
こ
お
川
地
」
の
治

成
担
仙
な
ど
に
も
舵
わ
れ
て
お
る
よ

H14 
［ム5.1%]

H12 H13 
［ム31.9%1(11.0%1 

※｛ ）は4脅威比、［ ］は対前年比

1億 556万円

8,200万円

6,450万円

5,051万円

一平成14年度の主な事業一
＜土木費＞

宅地造成事業

街路事業

特定交通安全総設等警備事業

道路橋梁新設改良事業

4｛怠6.673万円

1億7,659万円

4,323万円

3.271万円

く民生費＞

保育所笠備資

介護保険事業費

身体障害者更生援護総設箔醤事業

在宅介護支援センター資

う
じ
ゃ
し
、
泊
環
状
線
の
歩
道
の
バ

リ
ア
フ
リ
l
化
も
進
め
ら
れ
た
ん
じ

ゃ
。
そ
れ
か
ら
、

一一一
議
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
に
新
し
く
公
衆
ト
イ
レ
が
完
成

し
た
の
を
知
っ
て
お
る
か
伝
っ
こ
れ

は
民
林
成
政
業
貨
か
ら
支
山
さ
れ
て

い
る
ん
じ
ゃ
よ
。
そ
し
て
、
技
々
の

作
ら
し
を
・可
る
数
肋
仁
作
巾
は
消
防

白
で
隣
人
さ
れ
た
よ
う
じ
ゃ
な
。

・彊・

起
す
る
分
を
白
主
財
孤
以
外
で
ま
か

な
う
お
金
の
こ
と
で
す
ね
。

』

w

そ
の
と
お
り
。
こ
の
依

「内

TR語
存
財
源
の
中
で
品
も
大
き

’v
《＠
、
町

f
t
い
の
が
地
方
交
付
税
で
、

全
体
の
お

・
9
れ
を
占
め
て
お
る
。

こ
れ
は
、
同
が
例
悦
と
し
て
集
め
た

お
金
を
町
の
則
政
状
況
に
応
じ
て
配

分
す
る
も
の
な
ん
じ
ゃ
よ
。
則
的
は

川
が
行
う
以
来
の
内
科
に
応
じ
て
凶

な
ど
か
ら
仙
り
る
お
念
。
・家
1
川で
J

え
ば
中
や
家
の
ロ
ー
ン
の
よ
う
な
も

の
じ
ゃ
な
。
そ
の
ほ
か
凶

・
以
文
山

金
は
、
川
や
引
か
ら
の
削
助
金
じ
ゃ
。

h
’

仙川
上
、
や
は
り
’
H
主
川

問

リ

白

川
仰
が
多
い
万
一
か
健
全
な
会

i
1・

川市川とパ
え
そ
う
で
す
ね
。

固定資産税

9~患7,759万円
(56.8%) 
《60,959円》

》は町民一人あたりの町税負担状況をあらわしています※《

8,080万円

1,122万円

5,756万円

2,901万円

2,877万円

4,423万円

＜教育費＞

芸術 ・文化振興事業

文化財保護費

く農林水産業費＞

水国営農活性化対策費

三百Eグリーンランド公衆トイレ整儀事業

山村娠輿害事農林漁業特別対策事業

く消防費〉

救助工作車購入

1億7,117万円

4,981万円

3,222万円

8.878万円

7.163汚門

4,312万円

く総務費＞

山崎地区多目的施設整備事業

OA化推進事業費

CATV加入促進事業

く衛生費＞

老人等医療助成事業

態芥処I盟賞

健康摺進対策事業

な
る
ほ
ど
。
川
が
行
う

事
業
に
は
た
く
さ
ん
の
同
州

知
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

な
お
金
の
使
い
方
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

一
、ノ

そ
う
じ
ゃ
よ
。
削
で

・
…
ヤ
》
は
、
第

3
次
総
合
計
州

‘
t
1
1
に
基
づ
い
て
、

「泣
か
な

自
然
と
文
化
、
所
以
あ
ふ
れ
る
ま
ち

”
あ
さ
ひ
“
を
川
抗
し
て
、
い
ろ
ん

な
引
業
を
進
め
て
い
る
ん
じ
ゃ
よ
。

IE・



特別会計

企業会計

． 

そうじゃよ。アつの特別会計

と1つの企業会計があり、そ

れぞれの目的に応じて会計を

分けているんじゃ。ここでは、

各会計の決算状況と役割がま

とめられておるぞ。

博士、我々の生活を麦えて

いる町の会計には、前ペー

ジの一般会計のほかに、特

別会計や企業会計があるん

でしたよね。

」己平 戚 15 年 度

学 期 財 政 状 3兄

①国民健康保険特別会計
歳入 14億7,082万円 歳出 12億4,289万円

前年度僻 《2.4%》 《2.4%》

自営業の人などの医療費をまかなう会計です。

．主な収入は保険税と国庫支出金であり、国民健康

保険加入者の医療費と老人保健医療費の拠出金が

主な支出です。

③診療所特別会計
歳入 5,186万円 歳出 4,256万円

前特僻《ム8.1%》 《ム2.3%》

笹川 ・宮崎 ・境 ・山崎の各診療所での診療や運営

にかかる会計です。

・外来患者の方からの診療収入で、医薬品代や医師

への報酬を支出します。

⑤下水道特別会計
歳入 9億6,585万円 歳出 8億9,225万円

瞬間率《ム29.2%》 《ム33.3%》

生活環境の向上と河川等の汚濁防止を目的に下水

道を整備するための会計です。

．平成13年度末より一部供用開始しており、順次下

水道網を整備しております。

②老人保健医療事業特別会計
歳入 24億7,567万円 歳出 24億7,567万円

瞬間率《ム1.2%》 《ム1.1%》

71歳以上のお年寄りがかかる医療費をまかなう会

計です。

・国、県及び町の負担金が主な収入で、支出の大部

分が医療費です。

④簡易水道特別会計
歳入 5,650万円 歳出 3,771万円

前年度解《1.6%》 《ム2.1%》

いつでも安心な水を飲むために、水道施設の工事

や維持管理を行う会計です。

．私たちが支払った水道料金で、衛生的かつ安定的

な飲み7.1<を供給しています。

⑦奨学資金特別会計
歳入 58万円 歳出 58万円

瞬間率 《ム23.7%》 《ム23.7%》

子供たちのより良い教育環境を願って寄付された

基金を奨学金として活用するための会計です。

・収入は墓金、その利息及び一般会計からの繰入金

で、支出は奨学金です。

⑥南保外二地区用水特別会計
歳入 618万円 高売品二死勾円
前年度解 《4.9%》 j去三認2-."°2%》

南保、五箇庄、 泊地区への安定的な用水量確保晴

幹線用水路の維持管理のための会計です。 a. 
・主な収入として水利地益税を繰り入れ、幹線用品

路の維持管理を行っています。 ,H/ 

特別 .0. 計
歳 入 歳 出

z;; 
予 算 額 収入済 額 収 入 率 予算額 支出済額 支 出率

国 保 .0. 計 12億9,797万円 6億9,446万円 53.5% 12億9,797万円 6億 513万円 46.6% Z玄

老人保健医療会計 23億7,476方円 10億4,557万円 44.0% 23億7.476万円 11億 896万円 46.7% 

~，，. 5シ 療 所 ~ 計 4,566万円 2,026方円 44.4% 4,566万円 1,758万円 38.5% 

簡 男 7.1< 道 主4』主 計 4,201万円｜ 2,510万円 59.7% 4,201万円 1,660万円 39.5% 

下 水 道 .0. 計 7億 1,133万円 9,434万円 13.3% 7億 1,133万円 8.649万円 12.2% = 
用 水 .cぁ 計 438万円 202万円 46.1% 438万円 78万円 17.8% = 
奨 ム4斗L~ 資 金 113万円 14万円 12.4% 113万円 28万円 24.8% 

条
例
に
よ
り
、
町
の
財
政
状
況
を
1
年
に
2
回
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
品
フ
月
号
で
は
、

平
成
市
年
9
月
初
日
現
在
に
お
け
る
平
成
同
年
度
予
算
の
執
行
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9 9 10 11 12 i3 0 1234567  

公儀費い2億2.268万円（49.5°/o)

24辺222・aJ 1918 1716 15 141312 Ii 10 9 8 7 6 5 4 3 2 I 0 
斗

、「・
1
1」

、A

民主主翼Il H意6.111万円（45!4%)

総務質Il H意l.118万円（46.1%)

衛生箆110億2.556.万円（29.5%)

教育費IS億3.212万円｛300%)

1 
22億円（74.0%)I地方交付税

15億7i.941万円（58.2%)11BJ税

唾fil>
.214万円彊

一入
億億

語
些

6

3

（一
週

（グラフの数値は予算額とそれに対する執行率（%）を袈しています）

歳 出

予算額 ｜支出済額 ｜支出率

29億1,390万円I14億1,276万円｜ 48.5% 

21億2,841万円I4億5,008万円｜ 21.1% 

歳 入

予算額 ｜収入済額 ｜収入率

29億1,390万円I16億5.248万円｜ 56.7% 

22億9,261万円｜ 3.600万円｜ 1.6% 

支

支

）
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企
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（
 収

資

・盟国

。企業会計（あさひ総合病院）
｛収益的収支］

歳入 30億7,427万円 歳出 29億2,245万円

前年度伸率 《ム2.5%》 《ム0.4%》

あさひ総合病院経営のための会計です。

・収益的収入の大部分は入院 ・外来の診療費であり、 主な支出は人件費や医薬品等の診療に必要な材料代です0

．資本的収入は企業債と一般会計出資金であり、支出は医療機械の整備費と企業債償還金です。

．病院の収益的収支は、平成9年度から単年度黒字となっており、健全な経営を行っています。

4億456万円

《150.1%》

歳出

［資本的収支］

歳入 3億2,597万円

前年度伸率《139.5%》

区 分 金 額 構成比 区 分 金 額 構成比
般 .0. 計 76億6,905万円 67.5% 臨時財政特例債等 10億3,500万円 9.1% ... 

忠告 務 ｛震 2億 798万円 1.8% その｛也事業債 5億5.211万円 4.9% 

社会福祉債 3.046万円 0.3% その他会計 36億9,076万円 32.5% 

保育所信 3億2.215方円 2.8% 山崎診療所 834万円 0.1% 

農林水産業債 I 5億6,285万円 4.9% 簡 男 水 道 6,203万円 0.5% 

土 木 ｛賃 291：意8,953方円 26.3% 下 7.1< 道 26億1,245万円 23.0% 

公営住宅債 21意8,115万円 2.5% あさひ総合病院 10億 794万円 8.9% 
j肖 防 イ責 2.956万円 0.3% 

教 2胃=;; 債 15億9,181万円 14.0% 4』 計 113億5,981万円 100.0% Eコ
災害復旧債 6,645万円 0.6% 

町債の状況（目的別）町有財産の状況

地 Gas.s34ni 

建物 89,841m'

有価iiE券 2億9,636万円

出 資金 2億3,951万円

霊金積立金 46億7,380万円

竃誼b



(8）特別職の報酬などの現状 ｛平成15年12月18現在）

WJ末手当 (15年度支給l).qj合）
｜天分 給料井！移i

6月 12H 計

u-1分） (} l分） (fl分）

mr J~ 860.000門

WJ i立 685‘0001弓 1.70 160 3.30 

617ρ00円

教fJJ~ 617.0001'11 

期末手当 (15年度支給¥!llJ合）
区分 報酬i月在日

6月 12月 in 

(J j分） (JI ~｝l （月分）

J足 J~ 362.000門

;,ill,l品l企 3 I 3.000門 170 1.60 3.30 

.. R ti 294.0001吋

(7)ー② 特殊勤務手当 （立成14年度）

｜さ 分 全峨 ,fl.Ii

l際民全体に，1，めるT、＇I支給！際伐の苫lj合 14.4% 

支給対象可曜日l人、＇Iたりの平均支給年傾 3.3401’！ 

手吋の純J.'!i(f吋数） 5 

日J！也火i少r勺

代表作jな下当のおllJ; 。 l'l!fil11 l i. )ill恥；~Mn fち

説H'.J徴収業務F将

町職員の給与状況等の概要

朝日町職員の給与等について、町民の皆さんに広く

ご理解していただくため、次のとおりお知らせします。

(7)ー③ 時間外勤務手当 (6）一般行政職の級別職員数の状況 （平成15年4月1日現在）

支給総務1 43,233 f-1'1 
13主f，度

！限Hl人当たり点給時三官目 186 T-1' I 

支給総務1 31.349 r11J 
14年度

燃Lil人当たり支給年毎！ 141「｜’1

f王分 l級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

L・Ji iブ1: ＋：司王 係長 係J~ 』WI~開 課長 s謀長

月務内谷設主司｛な内事｛： J:.ff Ur: j：幹

調rn

総I1数 13 26 19 20 4 5 14 101 

~'Ill或比 12.9% 25.7% 18.8% 19.8% 3.9% 5.0% 13.9% 100% 

* 191..1< r ·•1 には上記の支給割合に40%のllll~Hl\ii'W
川刈16司令 lfl 111からlilf長、助役、収入役及び教fH：：の制＇IJJM令それぞれ (7)ー④ 扶養手当 ・住居手当・通勤手当（月額）

rs，’HJ.0001’｜、 670.000門、 603.000円以ぴ603.0001’IJに改定

(9）部門別職員数の状況と次年度の見込数

．． 

m 貝数
対前年度 ＂］寛成 16年度

｜式分 平成14年J'tr平成15年度
J削減数 総員数

A B 
B-A （見込）

J高 1ιs、、 3 3 3 

時，，・、' J7, 35 ：~9 4 39 

悦 fJ, 9 9 9 

月2 l~ 85 81 ム4 81 

ri' 
i年l ’主 8 6 ム2 6 

JJ~ 

山林水足並 14 12 ム2 12 

｜“l 
1flj 4 4 4 

本 I I 9 ム2 9 

169 163 ム6 163 

fJ. ti 31 34 ム3 34 
日I]
( i 

.i'i IVi 24 24 24 
似

｜”i i小 三｜ 61 58 ム3 58 

t'; jJ.!!~~.tlfl,11· 230 221 ム9 221 

l1iJ 162 163 163 

公 ｜りw出版i足険 4 4 4 
守、

'Ji ．；き 11,1hl!i s；立
仇、・九. 
」，」、ζ 附与｝ノkjg 2 2 2 

F 水 ill 3 3 3 ｜”l 

~ I· 172 173 173 

総 （I ,;J・ 402 394 ム8 394 

区分 r,1;1 容
国の伽H!t

l詞のll~llJ!' と異なる内’会
との奨悶

国c1:1；行 13.5001'1

その他のVii主計

l人116.0001'1 

f来 ｛門~fill 行を1JUをしてい
軍ミ ない初代1!6.5001'1>

(l iilの；1~11支〉

I·~ じ lllfとMじ
手 2人11 6.0001’l 

当 3人ll～5.0001'1 

* i両16成年1文If,；めからi前22歳年

J主ぶまでの11:1にある Fl人につ

き5.0001’｜をiJ!lf,J:

(I l fa米η

①米＼'(23000 1 ' 1！~.、1、のゆfl

住 言<¥7-12.0001'1

店 ＠吉正l'i23.0001'1を樹える場合
Mの；lliJI立〉

l•i］じ 聞Iと（oi（じ
手 11.0001'1ム l家＼Y-23.000Pll/2

*M1:・:;1w立書f!27.0001'1

(2) ll't: 2.5001’I＜新茶または目指

人511・－11¥ll

l））交油機｜担Jfll川llo¥Hl

①制［！主総IWQ:'ff自 45.QQQJTJ 
<111のねII立〉
｛｜）闘｛とlulじ

②全古Ii主給自v立Ill！を越えたt品合

)ffi '15.0001’I+ 

WJ （五m 制勺縦－'15.000111)/2 

*J1U.¥l:W立書fl!50.0001'1 ｛ま！l'.Joi］！己
手

当 121 r'1111J11<:•);1止Ill総i~ !2l r'l!fl}J•Ji.'＇：宇佐川総ll

割！i議l.('Jiにlじじ ¥1’磁II正分にLじじ

:3.0001'1 ～ 7.200門 2.0001’l～20,9001'1 

!2km～4km~＜ i~ll I I 5km以上｝ <5km,l；、i崎l<40km以上）

(7)ー① 職員手当の状況 （15年度支総割合）

区分 朝日町 鼠

算月末手当 勤勉手当

｝捌鋤 6周期 1.55月分 0.70月分 6局員思 1.55月分 0.70月分

末勉 12月期 1.45周分 0.70月分 12月期 1.45月分 0.70月分

手乎 2十 300用分 1.40局分 u 3.00月分 1.40月分

当当

総務｜の段l仇総務の級て，"lf.に lliHJ, I・の段階、月経Jnの級：ヮ。に

よる加m:：締悦有 よるi111m行i出fj

（支*8率） （自己都合） （勧奨・定年） ｛支給率） （自己都合） ｛勧奨・定年）

勤続20年 21.00月分 28.875問分 ー：続20年 2100月分 28.0875月分

fJ;銭25年 33‘75月分 44.55月分 fil続25年 33.75月分 43.335月分

勤続35年 47.50月分 62.70Fl分 勤続35年 47.50月分 60.鈎月分

i忌 窓高限度額 60.00月分 62.70Fl分 畢高額度額 ω。00月分 60.99月分

事量
、1'・1&16'.f・lfl I円から

手 11~に準じ支給不を改ii

当
その他のJJllPJ荷積 その他の1111fol抑制

ぇifl('J.ilj' i'-J!Jlill ~接持~JIHi'iii'l ~w1:11i~＇·”Jill版科目IJtl~li'I
(2%～20%) (2%～20%) 

iJH¥lU判与5)1]5干給 I ｛十｛辛 ;miiln主将)Jilfl.給 l~ ｝ f事

l人勺たり‘F均」〈給Afi
｛、ド1茨［4J芋j長）

22.806千円

( 1 ）人件費の状況 （普通会計決算） lj'i.(;(: f-1'1 

lヌ 分 ！ 人 口｜俗111結ll実質収支 l人件費｜人i’J'.t'i1終

141f. J支 ｛ト115.4 I’ 
15,76i 入I7.664.667 23.1% 382 358 1.766、755

* ;"ij国会，ll·とは、病院•Ji~ l ’u~他b担保隙ηをr,;(; ＜町事業全員立をiiうための会
.H：いいます。

＊人「1・t'Iには、特別機に立総される給料．傾倒などを｛tみますι

(2）職員給与費の状況 （平成15年度普通会計） ljl, i主。 fl'I 

級品数
給与~

給料 I mi'r司扇動勉手当｜ ;}I-

l人当たり
給与 ＇.（＇（

222人 I814,110 I 99.456 I 335β46 11.248.6121 5.624 

＊撚l¥fo'.!.jには、 ill店主T 、＇I を~jみません

(3）職員の平均給料月額、平均年齢の状況 （平成15年4月1日現在）

一般行政機 t支能労務総
l天分

平均給料月額 、1＜均年齢 平均給料月1!fi 平均年指令

側[lllif 309.5051’｜ 39.Q，；，長 271,336川 50. 0成

J1i( 327匂6231'1 405＃~ 286.3401'1 48.91友

y .. l z、 361.5271'1 42.St設 360‘733PI 48.3成

＊ ・叱ilitl引高と（；rJTf.l5系i隠llなど、J訂正労務峨とは学校・ l来（i所の刈11rnなど

を桁しますー

(4）職員（一般行政職）の初任給の状況 （平成15年明1日現在）

特llJIUf 国

l宅分
採Hl2句，経過日 採m2年続j＠日

決定初任給
*fj料官n

決定初任給
主合料百［！

A.::f.'f¥ 171.500ド！ 185.6001'1 171.5001'1 185.600PJ 

r.ri校卒 139.5001'1 149 2001'1 139.500PI I l仰 ∞

(5）臨員（ー般行政職）の経験年齢別・学歴別平均給料月額の状況
（平成15年4月1日現在）

l可 分

・置

大学卒

年

満

一
リ

日
米

一
創

数
本
州
一
引

年
代
一
計

験
上
一

g

経
以
一

2

終験句ー数25年
以上30！下米満

425.467F'l 

7；：；校卒 I234‘1671'1 37Q.4QQITJ 
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の栽熔に取り組んで
います。

県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
を
奨
励

し
、
ス
ポ
ー
ツ
人
円
の
階
大
を
阿
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
貨
で
、
明
H
町
か
ら
は
次
の
み
な
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

O
の
び
の
び
賞

存
若
木
川
奈

（ア
サ
ヒ
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
）

山
手
瑞
－
4
r

｛
尺
何
任
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
｝

O
い
き
い
き
白

両

村

駿

（
百
箇
山
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
｝

O
さ
わ
や
か
臼

勝
間
努
（
五
開
店
ラ
ン
ニ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
）

仏
間
敏
博
（
刺
川
川
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

ね布 ｜‘111 ，，が J/t~ 林新民自立 1\'!i l刊 行合大大大 JI'.1'i・ さ

森義 jドn1l本 震
:ti!! 
区

19 
名

道ノk じ u小九州 JII川卜守山ド江秋 山 ,';" ij11！新

崎
地
区

16 
名

111 r白川

J.5. ~之 L'!
r.・ i少
( ( i下

h
H
H
 

i汽！1
i笠

f白樹診・樹作成長 制長

di fl長立 端

一 明
，＿~， 

jじ fI 

lλi 円

央大和1

Ill 

111荷 1::1g!f f苧 ilt11 ｜ ’11.端

( },( 

占品

II i 

iM 

｜寸

防 災 級 以 ）Jll
平II

英 ih ( 

Ill 

J;':L ll11i Jよ，i年 ttfi 1.1. Jj)J 山 iii fl' 

~·i ：怠史3主( ~·1 人

川能 ｜必l川松山

樹樹

他
｝£ 

介氏II I i.大要印1

}k 

i
 

l
 

l
 

－
 

－
 

ま ;::. fir ノく
ど Jぷ

待か r久

ITI JIニ Jll

山
内

名
簿
に
名
前
が
載
っ
て

い
な
く
て

も、

日
月
以
降
に
町
内
に
転
入
さ
れ

た
万
や
、
就
学

・
就
業
等
で
住
所
が

朝
日
町
に
な
い
方
で、

ご
家
族
が
町

内
に
住
ん
で

い
る
方
も
朝
日
町
の
成

人
式
に
出
席
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
万
は
、
は
月
川
副
附
ま

で
教
肖
委
一以
会
へ
ご
辿
桁
く
だ
さ
い
。

（
宮

m
il
l
O
O
内
糾
3
2
3）

朝
円
附
消
防
問
訓
練
が
川
月
お
回

一
行
わ
れ
、
管
内
全
域
の
巡
凶
広
報
や

一
放
水
訓
練
に
続
き
、
分
列
行
進
、
表

日
彰
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ

…
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
（
敬
称
略
）
。

…

0
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

え
第
2
分
間
分
同

長

以

日

作
一

一冗
節
3
分
間
別
U
M

山
本
出
児

店
店
4
分
凶
m
M
M

山
川
川
節
雄

一パ
部
4
分

間

川

口

制

W
T
夫
代
ぶ

一バ
第
4
分
川
川
H
M

ぃ水
L
L

京
明

．ベ
第
5
分
川
凶
μ

H

M

k

m

似

元
山
6
分
川
川
分
凶
民
米
行
川
姉
夫

一パ
却
6
分
間
出

μ

米
符
州
五
児

元
第
6
分

間

団

員

行

自

和

彦

一

O
富
山
県
知
事
現
場
表
彰

日
第

1

分

同

班

長

民

津

第
2
分

同

班

長

石

川

日
第
2
分

団

問

良

博

附

第
3
分

回

国

民

れ

洲

一
第
3
分

間

間

良

勝

原

第
4
分

同

凶

円

以

館

第
4
分

団

団

員

折

一戸

一
第
5
分

川

峨

長

長

井

口
出
6
分

間

同

以

水

品

．O
消
防
団
長
表
彰

口
部
l
分
団
川

μ

い
お
2
分
川
冊
目

第
3
分
間
聞
は

お
5
分
阿
川
は

H
m
6分
川

m
m

消
防
団
秋
季
訓
練

． ． 
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!! 
老年 体
障正格 謹＝
プ~iL ちJ

η ，~＼ 

草寺
（優 存
1 4 さ ~_J

成ん た
ぶ 心、
広 ’
問 Lニー

こ
の
り
り
し
い
写
以
は
、
2
0
0
3年

少
林
寺
挙
法
全
岡
大
会
に
出
場
し
、
見
ゆ

優
秀
賞
を
勝
ち
取
っ
た
，
人
の
少
女
。
朝

高
島
凍
樹
く
ん

高
野
の
高
島
晴
彦

・

知
恵
美
さ
ん
夫
妻
の
長
男

（
平
成
同
年

5
月
剖
日
生
）

坂

東

琴

美

ち
ゃ
ん

西
町
の
坂
東
純
一

羽
良
加
さ
ん
失
襲
の
次
女

（
平
成
同
年
4
月
M
日
生
）

日
中
川
子
校
2
年
小
い
の
交
の
マ
J

で
す
。

｛小
さ
い
こ
ろ
か
ら
体
が
刷
く
、
ま
ず
は

乃
1

に
行
っ
た
の
で
す
が
、
体
を
鍛
え
る
だ

け
で
な
く
、
心
も
鍛
え
る
の
が
少
林
ぷ
準

法
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
」
と
始
め
た
の
は

小
学
校
1
年
性
。
「
袋
、
い
と
き
は
つ
ら
く
て

も
う
や
め
よ
う
か
な
と
思
っ
た
｝
そ
う
で

す
が
、
す
で
に

8
年
の
キ
ャ
リ
ア
ーと
な
り

ま
し
た
。

少
林
トザ
や
法
と
い
う
と
、
激
し
い
打
ち

ん
川
い
を
叫
像
し
が
ち
で
す
が
、
松
下
さ
ん

が
山
場
し
た
の
は
、

二
人
l
制
で
行
う
組

出
弾
。
「
糾
門
小
に
、
お
バ
い
の
必
い
と
こ

ろ
を
抗
必
し
あ
っ
た
り
す
る
の
も
決
し
い

で
す
」
と
、
心
を
鍛
え
る
と
い
う
少
体
午

準
法
の
阿
的
も
、
そ
の
魅
力
の
ひ
と
つ
の

よ
う
で
す
。
と
は
一言
え
、
防
具
を
つ
け
て

の
練
押
も
あ
り

『寸
止
め
が
で
き
な
く
て
、

相

T
も’
l
分
も
州
か
っ
た

一

と
厳
し
い

刷
も
か
い
ま

μせ
て
く
れ
ま
し
た
。

中

1
刷
の
円
燃
は
l
川
に
開
催
予
定
の
山

大
会
。
「
で
き
る
だ
け
い
い
前
鮮
が
で
き
る

よ
う
心
が
け
て
、
目
標
は
優
勝
で
す
」
と
、

静
か
に
決
意
を
訪
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
質
問
に
「
え
ー
と
；
・
」
と、

は
に
か
み
な
が
ら
箸
え
る
様
子
は
、
確
か

に
あ
ど
け
な
い
巾
学
生
。
し
か
し
、
お
話

が
終
わ
っ
た
あ
と
の
勺
兵
協
同
仰
で
、
カ
メ

ラ
に
向
か
っ
て
附
え
た
途
端
、
安
門
刈
を
切

り
裂
く
よ
う
な
行
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
そ

れ
は
川
迎
い
な
く
、
彼
交
が
村
つ
「
強
さ
」

が
、
私
を
以
倒
し
た
瞬
間
で
あ
り
ま
し
た
。

・国

か
な
う
と
い
い
な
あ

金
山

遥

く

ん

（
上
道
下
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
夢
は
、
大
き
な
会
社
を
作

っ
て
、
そ
の
会
社
の
社
長
に
な
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
位
話
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ

さ
ん
に
、
楽
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で

す
。
ま
た
、
作
み
ご
こ
ち
の
よ
い
ト
八

き
な
・
家
を
往
て

て
、
お
川
り
さ
ん

に
も
親
HA

よ
れ
を

し
て
あ
げ
た
い

で
す
。

松’

宝

く

ん

（
椋
町
）

五
箇
庄
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
必
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

強
く
な
り
、
大
人
に
な
っ
た
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
子
に
な
る
こ
と
で
す
。

ぼ
く
は
今
、
お
父
さ
ん
と

一
緒
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
練
宵
し
、
夢
を
か

な
え
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
c

ぼ
く
の
上
に
は

・
ま
だ
い
っ
ぱ
い

も

強
い
人
が
い
る

・
け
ど
、
あ
き
ら

凶
め
ず
が
ん
ば
り

14

ま
す

＝
一－口，aE，
 挑戦の風jのスローガンのもと、さまざまな行事

今までの伝統的な活動はもちろんのこと、部活動対抗あ

いさつ運動や、運動会の団編成の仕方を決めるデイベート

生徒会執行委員会
ぼくたち生徒会執行委員会は、I笑顔の風個性の風

や活動に取り組んできました。

頼の風

大会など、新しい活動も行うことができました。

小森綾子さん（23歳剖l奇）

一山U造問一

そして、任期中最後の活載となった3年に一度の学園祭。

そして全校生徒の1円玉募金で作り上げたトト口の壁画（写

ができました。

同時開催とした合唱祭も含めて、準備 －運営に大変苦労

しましたが、とても感動的で、充実した学園祭にすること

執行委員会では、校内ユニセフウオークラリーや古本市、

翼）などにも取り組みました。

住
吉
拓
人
く
ん
釜
山
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

ぽ
く
の
将
米
の
拶
は
、
ゲ
ー
ム
を

作
る
こ
と
で
す
。
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー

xや
フ
ァ
イ
ナ
ル
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー

x
l
H
の
よ
う
な
ゲ
l
ム
を

作
る
ス
ク
ウ
ェ
ア

・
エ
ニ
ッ
ク
ス
に

人
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ゲ
l
ム
の
よ
う

一・な、

ψ
を
あ
た

え
る
ゲ
i
ム
を

作
り
た
い
で

す
。

字
国
実

穂

さ

ん

（町
南
保
）

南
保
小
学
校
6
年

私
の
必
は
、
ぷ
川市川
トし
に
な
る
こ
と

－e
i

－
o

l
－

－

t、．
l

、
l
t〉
ミ
プ

て
す
‘

川

HHH
－

wカ、
た
・
渇
ぴ
一
結
を

柿
く
こ
と
が
川
町
き
で
、
い
つ
か
れ
分

で
設
計
し
た
家
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
描
く
の
は
大
変

だ
け
ど
、
描
い
た
絵
を
気
に
入
っ
て

く
れ
た
り
、
気

持
ち
よ
く
作
ん

で
も
ら
え
る
よ

う
に
が
ん
ば
り

ま
す
。

「
わ
び
・
さ
び
」
を
求
め
て

制
刷
物
が
好
き
だ
か
ら
・
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
オ
フ
ィ
ス

ワ
ー
ク
が
山
内
手
で
、
な
ぜ
か
庭
師
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

伊－A鈎
定
、
石
積
み
、
ど
れ
も
芸
術
的

セ
ン
ス
が
必
要
で
お
も
し
ろ
い
で
す
。

天
気
が
良
い
日
は
以
持
ち
い
い
の

で
す
が
、
附
の

H
や
そ
1
・
特
に
冬
の

寒
さ
は

一
市
こ
た
え
ま
す
ね
。
と
は

い
え
、

こ
の
必
像
力
を
駆
使
す
る
仕

引
に
魅
力
を
感
じ
て
あ
っ
と
い
う
ま

に
5
作
続
ち
ま
し
た
。
も
っ
と
釦
倣

力
を
切
か
に
、
そ
し
て

『わ
ぴ

・
さ

ぴ
」
を
感
じ
と
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
中
け
化
を
少
々
か
じ
っ
て

い
ま
す
が
、
化
鰍
修
業
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
仕
引
の
た
め
、
必
像
力

を
州
は
か
に
す
る
鍛
糾
の
つ
も
り
で
す
。

そ
う
い
う
ぷ
味
で
命
以
も
や
っ
て
い

ま
す
。
楽
し
い
で
す
よ
。

純
利
胤
を
求
め
る
の
は
あ
く
ま
で

も
何
事
・
・
と
割
り
切
っ
て
は
い
ま
す

が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
向
分
の
巾
に

も

「和
」
が
入
り
込
ん
で
く
る
瞬
間

が
あ
り
ま
す
。
他
人
の
庭
も
気
に
な

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
あ
の
伍
は

そ
こ
に
悩
く
べ
き
じ
ゃ
な
い
な
あ
」

と
か
（
笑）
。
い
つ
の
臼
か
自
分
の
家

を
建
て
た
と
き
、
向
分
の
手
で
庭
を

作
り
た
い
で
す
ね
。

1111・
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授
稿
コ
ー
ナ
ー

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
1
か
円
と

な
り
ま
し
た
。

川
ご
と
に
却
さ
が
身
に
染
み
て
き
ま

す
が
、
こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
徐
々

に
容
さ
が
押
し
寄
せ
て
・
；
。
み
な
さ
ん

お
気
づ
き
の
と
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
お

知
ら
せ
に
追
い
や
ら
れ
る
よ
う
に
、
ど

ん
ど
ん
ス
ペ
ー
ス
が
せ
ま
く
な
っ
て
い

ま
す
ね
え
。
こ
の
ま
ま
だ
と
新
作

η
か

ら
は
つ
い
に

。
そ
ん
な
が
態
に
な
ら

な
い
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

e
a
－－l
れ
T
V

か－2mお
知

5
芭

み
ら
l
れ
T
V
の
行
政
・
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
、
ネ
ル
（

5
d）
で
は
、

人
将
川
、
制

黒
部
市
、
宇
奈
片
川
、

け
町
の
行
政
情
報
番
組
を
放
逆
し
て

い
ま
す
。

山川
l
l
げ
リ
中
4

41
｜

H

L

 「
あ
さ
ひ
タ
ウ
ン
イ
ン

フ
ォ
メ

i
シ
ョ
ン
」
の
タ
イ
ト
ル
で、

ト
ん
し
叶
ル
の
川
川
（
1
1
5
川）
、
身
近
な

お
知
ら
せ
や
川
の
栄
し
い
品
川
辿
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

：一あさひタウン

インフォメーション
放送時間（各15分間）

②10:45 

④18:45 

① 7:45 

③14:45 

⑤21 :45 

町長のひとりごと
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「
あ
さ
ひ
タ
ウ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ

l

シ
ヨ
ン
」
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
部
川
組
は
師
遡
余
暇
け
に
新
し
い

内
符
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

も
う
一
度
見
た
い
H

番
組
リ
ク
エ
ス
ト
受
付
中
日

制
ハ
川
で
は
、

こ
れ
ま
で
似
送
し

た

『あ
さ
ひ
タ
ウ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ

l

シ
ヨ
ン
」

、
じ
こ
、

で
、
特
集
コ
ー
ナ
ー
を
巾

も
う
．
度
見
た
い
治
組
の
リ

ク
エ
ス
ト
を
説
集
し
て
い
ま
す
。

あ
の
人
が
山
て

い
た
あ
の
財
州
、

あ
の

f
が
映
っ
て
い
た
あ
の
イ
ベ
ン

ト
：
・た
く
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
お

同
ち
し
て
い
ま
す
い

《リ
ク
エ
ス
ト
方
法
》

F
A
X
、
活
了
メ

l
ル
の
ほ
か
、

ホ
1
ム
ペ

l
ジ
か
ら
投
出
で
き
ま
す
。

来
月
号
の
テ
l
マ
は
「
2
0
0
4

年
の
目
標
！
」
で
す
。
も
う
次
は
新
作

り
。
新
し
い

l
作
の

H
般
や
け
汁
川
州
な

ど
を
仰
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
メ
ー
ル
で
の
投
前
や
ご
必

見
も
受
け
付
け
ま
す
。
ア
ド
レ
ス
は

T
0
7
0
⑨
円
。
三
コ
ゐ
印
O
E

5一
〕

3
2∞
・」勺

た
く
さ
ん
の
投
稿
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
投
稿
者
の
み
な
さ
ん
へ

氏
名
の
出
仰
が
附
る
場
行
は
、
氏

名
の
ほ
か
に
「
附
名
ぷ
引
」
や
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
お
川
き
く
だ
さ
い
。

底
mωAV
イ
ズ

~®® 

〔
問
題
〕

①
名
簿
に
叫
っ
て
い
る
成
人
い
れ
は
ぜ

(2) A. 
I ,J ん
(llj f 60ぶ
イ1・ で

~?i B.叩
’：u1 予と
11_ 161つ

山
身

~ 162 
ーコく
る

c. 

開
州
制
円
会
。
総
会
は
今
午
で
如
何
阿
つ

B

C

 

A_ 

7 

6 

5 

｛応
募
方
法
〕

交
は
が
き
に
答
え
の
記
号、

住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
は
けい
て
位
同
ロ
日
働

（巾I
什
消
印

μ効
）
ま
で
役
場
総
務
課

総
務
的
柑
係
（
一
T
m
w
’0
7
9
3朝
H

町
道
下
1
1
3
3）
へ
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で

3
人
に
図
哲
券
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
先
月
号
の
当
選
者

は、

p
．N
ア
マ
グ
リ
蝶
さ
ん
、

p
．N

備
さ
ん
、

P

N
口
紅
の
附
さ
ん
に
決

ま
り
ま
し
た
の

「「
A
門

V
〈

お
ー
ー
ー

0
9
明
川
川
役
場
総

務
訓
「
市
制
リ
ク
エ
ス
ト
」
係

電
子
メ
l
ル

的。
C
3
c⑨
［O
老コ回目
ω
E
・5
v益
三
回
・右

。
詳
し
く
は
刺
H
町
の
ホ

l
ム
ペ

l

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

プ
コ
勺

＼＼〈と／と
ぎ・円

o
gコ
－m凶
ω
o
z
－

同

O
V『

ω
ヨ
ω
」刀
＼

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
H

ぃ仏
情
あ
さ
ひ
及
び
み
ら
！
れ
T
V

で
は
、
身
近
な
伯
尚
の
ね
供
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
・
．．
 

役
場
総
務
課
総
務
情
報
係

（
宮
役
場
内
線

2
1
4）

宮
崎
保
育
所
の
巻

〔お
し
つ
こ
は
ト
イ
レ
で
！
〕

（

2
成
児

し
と
る
」

A
九戸ん「
あ
つ
あ
そ
こ
で
ネ
コ
お
し
っ

T
t
ん
「
だ
め
や
よ
！
ネ
コ
ち
ゃ
ん
ト
イ

レ
で
せ
ん
な
ん
よ
H
」

A
九ゃん「
ネ
コ
ち
ゃ
ん
間
こ
え
ん
が
や
よ
』

川
陣
内

t

「ネ
コ
ち
ゃ
ん
わ
か
ら
ん
が
か
も
ね
」

で
す
よ
1
」

T
hゃん「
ネ
コ
ち
ゃ
ん
ト
イ
レ
で
す
る
ん

A
hゃん

｛
ネ
コ
ち
ゃ
ん
八
仁
川
小
川
削
か
ん
。
H
村

思
い
が
や
わ
」

〔

4
・
5
・
6
歳
臼
歯
？
〕

（

4
、

5
成
児
）

~・

N M 

l ~ 

tこえぽ
は s)_ 
え M ~＇ 
てく i~x

Fl 
くん似
る 6は
ん成え
つなた
私つん 仁
、と’や Q
5 ら ：：： ~ 
歳んよ！ j 

目
的
な
ら
は
え
と
る
よ
」

s
h
X
『私、

4
縦
円
筒
な
ら
は
え
と
る

よ
ー
。
ま
だ
5
成
日
附
は
え
ん
が
。

だ
っ
て
5
成
な
っ
と
ら
ん
も
ん
」

〔
お
願
い
し
ま
i
す
〕

（

4
、
5
成
児
）

T
〈
ん
『
あ
っ
そ
れ
選
挙
の
や
つ
み
た
い
」

保
山川
上
『
中
l

く
ん
比
た
こ
と
あ
る
ん
つ
」

T
く
λ

？っ
ん
。
子
ふ
っ
て
く
れ
た
ん
。

千
ふ
っ
た
ら
刈
ん
ど
っ
た
け
ど
」

M
な
ん
「
知
ら
ん
人
に
戸
か
け
た
ら
だ

め
な
ん
に
1
」

T
くん

「
で
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
っ
て
言
っ
と
っ
た
も
ん
』

M
E
A
『あ
い
さ
つ
し
と
る
か
ら
せ
ん

な
ん
わ
』

，
．
人
で
「
よ
ろ
し
く
お
．
臥
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
始
め
ま
し
た
・

。
」

どなたでも参加できます。

たくさんのご来場お待ちしております。

12月6日制

午後ア時30分より

さみさと小学校体育館

0合併協議会の経過報告

0合併協議会の協議状況報告

（協議項目と調整方針）

0合併協議に関する意見交換

i
l－－
 

M
〈
ん
「
ぼ
く
、
き
の
う
肉
阪
行
さ
ん

に
行
っ
て
き
た
ん
」

川氏
H
L
K

「
・
以
尚
治
し
て
き
た
ん
つ
そ
れ

と
も
検
診
ゃ
っ
た
ん
つ
」

市町村合併住民懇談会
日

間

場

容

期

時

会

内

総選挙も終わり、その結果

については、それぞれマスコ

ミがコメ ントをしています。
地方が自ら考え、 自ら行動し

て、自ら責任をとる地方分権

法が施行されました。国の方

針での市町村合併（？）そして

戸惑いながら模索する町村。

合併したくてもできない町村

もあるのです。

当町では、 5年前から歳出

の削減につとめてきました。
f三位一体Jの改革について

は理解をし、私たちも努力を

しなければと思いますが、マ

ニフェストにもはっきり示さ

れないまま、昨日「地方税財

政基盤碓立全国大会Jに出席

し、「三位一体改革の早期実
現Jについて一致団結、実行

運動をしました。

これまでのl市3町合併：協

議の経過につきまして、 12
丹6日wに住民懇談会を開催

しご説明いたします。合併は
あくまでも、住民のみなさん

の負担は少なく、サービス等

は高 くが理想だと思し、ます

が？
株価の低迷がしめすよう

に、企業そのものも行く木が

不透明。企業も経費の削減等
による経蛍に進むものと思い

ますが、私自身、合併時にお

いても、従来からの組織の見

直し、機構の見直し等が必要

であると発言しております。
し、よいよこれから合併問題

も本題に入ります。苦渋の選
択をしなくてはし、けない立場

の4人の首長です。ヒザを交
えて話をしておりますが、現

実それぞれの市町の事情があ

ります。みなさんのよきアド
バイスをお願し、します。

(11月20日記）

~ 
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第
M
回
朝
日
町
美
術
展

山
川
引
H
か
ら
U
円
3
日
ま

で
の

4
H山
、
抑
制
川
朝
日
阿

元山
附
日
以
が
、
ア
ゼ
リ
ア
ホ

1
ル

で
間
併
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
絵
刷
、
々
、
彫

刻

・
工
主

・
デ
ザ
イ
ン
、

br4
MH（

の
各
部
門
に

1
7
4
r
M
の
カ
作

が
出
品
さ
れ
、
期
間
中
は
町
内

外
か
ら
た
く
さ
ん
の
万
々
が
鑑

江
に
訪
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
受
賞
者
の
み
な
さ
ん

O
絵
画
の
部

V
町
展
大
賞

「柿
チ
の
中
」
収
点
時
点

（．内
川
）

V
町
展
箇
同
州
内
対
即
．
｛
上
町
）
越
川
松

下（
dr
柳

2
M）V
奨
励
賞
水
山
相，
f

（
れ
附
）
能
向
附
（
．
卜
山
新
）
竹
中
附
子
（
k

道
下
）
マ
佳
作
同
州
的
商
品
（
k
町
）
雌
バ

仏
下
（
：
‘
枚
縮
）
柏
木
政
雄
「
ド
道
下
）
川い村井

順
下
（
中
市
野
）
神
子
沢
き
み
え
（
上
町
）
凶

品
祁
打
実
（
前
山
同
校
）
道
削
紀
f
（竹
の
内
）

O
書
の
部

V
町
展
大
賞

該
当
な
し

V
町
展
賞
舟
見
博
美
（
荒
川
2
丁

目
）谷
間
智
肴
（
南
保
越
）
V
奨
励
賞

野
崎
学
必
（
荒
川

2
I同
）
削
畑
林
弥

（
荒
川

l
r
H）V
佳
作
西
川
京
子

（パ
山
）
仙
名
子
刈
（
市
水
町
）
川
波
氷
川

（荒
川

5
r円｝
づ
肝
柴
（
山
川
両
校
）

『~濯震問攻鴻イフ閲適
価ゐ。UTI 

O
彫
刻
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
の
部

V
町
展
大
賞

「われ
剛山
」
岡
山
川
む
夫

｛山
山
川
校
）

V
町
展
門
同
組
問
～
川
崎
（
打
山
町
）
小

山
町
什
力
必
（山
山
市
）V
奨

励

賞

ド

山仰い万

r（山
水
川
）
近
雌
制

r（V
H
野
）
久

保
w
m
t
s
（
’
川
間
町
）
V
佳

作

内

川

見

（
明
野
）
南
茂
タ
員
（
品
川
両
校
）
竹
内
閣
治

同
（怖い
川
）抑
制
伴
泣
柏
市川
（
出
保
組
）

O
写
真
の
部

V
町
展
大
賞

「強
」
中
島
好

r
古川白州）

V
町
展
覧
円
杉
昭
康
（
不
動
引
）長

井
苧
舟
什
（
笹
川
）
V
奨
励
賞
長
片
的

彦（
怖
い
川
）
品
川
山
同
文
（
L
仁
川
）
折
谷
か
は

る
（
上
辺
下
）
V
佳
作
．
白
介
ア
イ

r

（内
州
）
松
山
仏
（
ド
山
新
）
h
吋
問
ト
ヰ

Tm

｛月
山
）小
谷
側
諸（
L
L
道
下
）

資
格
講
座
の

「
二
次
被
害
」

に
注
意
日

5
年
前
に
あ
る
資
格
請
出

を
受
講
し
、
教
材
の
代
金
は

支
払
い
消
み
だ
が
、
資
桁
は

取
ら
な
か
っ
た
。
最
近
、
資

格
講
販
の
業
弘
明
か
ら
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
、
「
あ
な
た

は
名
簿
に
件
以
録
さ
れ
て
い

る
川
州
を
縦
続
す
る
な
ら

教
材
を
造
る
。
終
了
す
る
な

ら
登
録
の
取
り
消
し

F
就
き

に
刊
万
円
払
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
わ
れ
た
。
や
る
%
は
な

い
と
い
っ
て
、
今
後
は
．
古
川

を
し
な
い
で
ほ
し
い
と

a

．い
っ

た
ら
「
法
的
手
段
を
と
る
こ

と
に
な
る
」
と
怒
嶋
ら
れ
た
。

い
な
い
等
と
戸
っ

て
、
縦
続

す
る
に
も
終

f
す
る
に
も
白

川
が
か
か
る
な
ど
磁
の
説
明

に
よ
っ
て
勧
誘
し
、
被
告
を

与
え
る
こ
と
を

「
二
次
被
常
』

と
い
い
ま
す
。

《対
処
方
法
》

次
々
米
る
小
出
品
は
す
べ
て

新
た
な
制
出
初
で
あ
り
、
き
っ

ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う

第
回
国
県
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
（高

岡
市
）

マ
男
下
4
0
0
m
リ
レ

1
2
似
下
新

川
郡
（
金
沢
孝
．
一
・
笠
原
忠
人

－

m

畑
力
出

・
同
本
広

一
）

第
お
回
新
川
地
区
卓
球
振
興
会
卓
際

大
会

（8
／
引
滑
川
市
）

V
男
子
3
部

3
位
竹
内
側
V

ム
f
I

部
3
位
上
不
勝
美

県
ボ
デ
ィ
ビ
ル
選
手
権
大
会

（9
／

ア
富
山
市
）

’v
男
子
一
般
の
部
2
仰
木
町
以
也
V

同
新
人
の
部
2
純
水
野
口

ω

滑
川
市
武
道
大
会

（9
／
ア
滑
川
市
）

V
柔
道
マ
中
学
問
体
の
部
1
位
明
日

下
新
川
郡
秋
季
学
童
野
球
大
会

（9
／
幻
入
醤
町
）

3
佼
山
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
作
川

全
国
一
局
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
掠

優
勝
大
会
県
予
選
会

（9
／
幻
砺
波

市
）

V
男
下
2
悦
的
高
校

新
川
地
区
中
学
校
新
人
大
会

（9
／

U
i
入
善
町
ほ
か
）

V
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
マ
山
子
2
位

朝
日
巾
V
陪
上
マ
男
子
共
通

4
0
0

m
l似
長
井
雄
太
則
V
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
マ
男
子
2
山
相
川
巾
マ
k
f
3似

朝
日
中
V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
マ
山
子
同

た
再
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場

合
も
、
こ
う
い
っ
た
屯
話
勧

誘
に
よ
る
史
約
は
、
契
約
書

を
受
取
っ
た
口
を

l
u
nと

し
て

8
川
以
内
で
あ
れ
ば
、

ク
l
リ
ン
グ

・
オ
フ
に
よ
り

無
条
件
で
契
約
を
解
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
桁
絶
し
て
い

る
の
に
州
出
も
助
成
す
る
こ

と
は
、
特
定
尚
取
引
法
で
然

比
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま

過
去
に
首
相
講
店
内
を
交
議

し
た
人
に
、
資
格
が
取
れ
て

あ
さ
ひ
総
合
病
院
茸
お
咽
眼
科

医療の現場から

本
島
ひ
と
み
医
長

体
2
位
怖
川
小
V
柔
迫
マ
問
山
下
団
体

1
似
川
明
日
中
マ
伺
例
人
マ
日
同
級
l

似
水
井
開
マ
郎
同
級
l
位
鬼
即
桁
也

マ
釦
川崎
l
m
山
巾
悠
人
マ

ω同
級
l

似
柿
本
桁
制
マ

ω同
組
級
l
仙川辺．卜

村
山
マ
’k
f同
体
l
位
朝
日
中
マ
川

仙
人
マ
旬
以
級
l
位
揃
沙
織

県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

（9
／
お
宇
奈
月
町
）

V
少
年
男
子
の
部
1
位
贋
野
渉

2

悦
柚
木
壮
之
マ
少
年
女
子
の
部
1
位

大
岬
州
ボ

第
包
囲
新
川
地
区
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

（9
／
岱
魚
津
市
）

V
ゆ
り
の
部
3
悦
江
端
扶
夫
忠

・
坂

口
佳
余
子
組
V
ぱ
ら
の
部
2
位
柏
木

栄
兵
子

・
雌
附
久
夫

r組

県
高
校
新
人
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競

技

（9
／
お
宇
奈
月
町
）

V
山
下
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
1
似
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12月のスポーツ

・町民バレーボール大会

7日目第2体育室 8:30～ 

・町民ビーチボール大会

7日目サンリーナ 8:30～ 
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岡
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／
5
黒
部
市
）

V
山
下
l
位
泊
山
川
校

入
善
町
陸
上
競
按
記
録
会

（叩
／
は

入
善
町
）
※
l
似
の
み
川
抑
制

V
小
学
男
子
マ
l
o
o
m
－
六
井
俊
マ

走
幅
跳
大
ル
俊
V
同
タ
チ
マ
l
o
o

m
迫
周
絢
吋
V
小
学
関
ノ
寸
マ
l
o
o

m
2納
川
合

一
樹

V
M
女
子
マ
定
制

跳
武
州
知
子
V
高
校

・
一
般
兇
ι
s
マ

4
0
0
m山
崎
反
祢
マ
3
0
0
0
m

長
能
桂
舌
V
高
校
児
f
マ
4
×
l
o

o
m
リ
レ

l
市
川
校
マ
定
制
跳
山
川

将
太
V
川
女
子
マ
3
0
0
o
m一
浦

沙
耶
丹

②
 

ィ
、
｝
／

ー第22因子どもピーチ inASAHI 

14日（印サンリーナ 8:30～

※臼4室lま変更になる場合があります。

・第13回寺田杯ミ二バスケット

ポール大会

20日伯～21日目

サンリーナ、第2体育室

9:30～ 

ー
中
高

一
貫
教
育
シ
リ
ー
ズ

③
j

申
高
一
貫
教
育
の
研
究
を
進
め
て
い
る
朝
日
申
掌
校
と
泊
高
等
学
授
で

は
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
在
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
の
一

踏
を
己
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

朝
日
申
学
校
学
園
祭

朝
日
町
さ
わ
や
か
運
動

（什
月

4
1
7
日
）

難聴と補聴器｜について
最近間こえにくくなったが

補聴器を使わなければならな

いのだろうかとお悩みの方は

多いと思います。そんなとき

にはすぐに補聴器を買いに行

くのではなく、まず最寄りの

耳鼻科を受診してください。

耳鼻科では難聴の程度を調

べ、必要であれば治療をし、

その上で補聴器が合うと判断

した場合に補聴器をお勧めし

ています。

補聴器をつけることによ

り、これまで聞こえなかった

音の情報が入るため、生活力t

豊かになります。家族や友人

との会話、テレビの音なども

これまでよりも良く聞き取れ

るようになリます。しかし、

補聴器は生き残った神経を刺

激することで不足した情報を

補う器械です。難聴でダメに

なった神経がよみがえること

はないので自ずと限界がある

ことをご承知ください。

補聴器を使用する方の家族

や周囲の方々は耳元で大きな

声でしゃべるより、普通の声

の大きさで「はっきりjと、

「言葉を区切ってJ「ゆっく

りJと話しかけてください。

対面して話すとより効果的

で、早口で話す人が最も聞き

取りにくいということをわか

つてあげてください。

難聴が高度の場合は福祉の

制度を利用することができま

すのでご相談ください。

-



置国・

名前が変わっても町の顔
。曹

-r柿じまんjの出荷作業始まる一

昨年、 「柿酢しょうゆJ力、ら昂名が変わった「柿

じまんJの出荷作業が舎年も始まりました。

収積した柿のうち規格外となったものを使用し、

約1年間熱成させて出荷となりますが、南保柿出

荷組合婦人加工グループの山本利害代表によると

「今年も例年どおりの震は漬け込みできそうです。

なんとか5干本は出荷したいjと話していました。

大阪、九州からも注文があり、全国的芯広がり

を見せる「柿じまんj。名前が変わっても、その風

昧と町の顔としての人気には変わりはありません。

／ミ； ：－－－7で
よ ・7 --=-

／令 .~＂＂＂＂主一一二

ながめはいかが？
-r元気に富山jで朝日町の自然を体感一

f元気に富山推進会議jが主催する「山の恵

み・海の恵みを楽しもうjが10月25日、 蛭谷と

宮崎を会場に開催されました。

この事業には町内の小学生238が参加。まず、

蛭谷の f夢創製jで木登り、紙漉きを体験しまし

た。

昼食後、ヒスイ海岸へ移動した児童たちは、懸

命にヒスイを措い、鑑定結果に一喜一憂。絶婦の

騎実に恵まれた申、一日で山と海の曹、みを体感し

た兜重たちの目に映ったながめは、まさに朝日町

の魅力そのものでした。

ふるさとの思い出を語り
一関西朝日会第6回総会一

今年で6回目を迎えた、関西在住の朝自町出身

者でつくる関西朝日会（菊地克信会長）の総会が11

月9目、大阪の東洋ホテルで開催されました。

当日は会員約908をはじめ、町からは魚津町

長、民田議会鵠長ら関係者が出席。総会では、今

後も故郷・朝日町の苔種事業に協力していくこと

が承認されました。

総会後に聞かれた懇親会では、カラオケや盆踊

りを楽しみ、会員相§.が旧交を温め、ふるさとの

思い出話に花が咲きました。

サケの手づかみに大歓声
ーサケのそ上見学会一

五箇圧公民館主催の「サケのそよ見学会jが

11月3目、赤川の小川河川敷で聞かれました。

朝日町内水面漁協の協力を得て聞かれたこの催

しには、町内の吾どもから大人まで約120名が集

まり、漁協の組合員が弓｜く網の申でサケが跳ねる

たび敏声が巻き起こりました。

害どもたちはサケを組合員に手渡され、また大

騒ぎ。申にはサケが暴れ、砂地に港としてしまう

吾もいましたが、実際に魚に触れる体験により、

環境への号、いものに刻まれた見掌会となりまし

た。

いつまでもお元気で
一花房の家口さんが白寿一

山崎・花房の永口ったさんが、99歳の白寿を迎え

ました。町ではこれをお祝いして11月8目、魚津町

長が自宅を訪問し、お祝い状と羽毛布団を贈りました。

町長が［顔のつやがいいですねJと声をかけると永

口さんは、「くよくよせずのんびりしてますから。毎

日ご飯もおいしくいただいてますjと長寿の秘けつを

話していました。

お話の最申にも笑顔が絶えず、まだまだ元気な永口

さん。その笑顔には、来年の百歳の祝いでまたお目に

かかるととができます。

a・，，
a’竺ー

--, 

J 『－＇’ ーー 画 一

,,_-

舎固＇~：..見ザル・言わザル・聞かザル
ーなないろKANで、干麦の置き物制作ー

なないろKANで毎年大沼評となっている、平

豆の置き物の制作 ・販売が令年も始まりました。

来年の干麦サルを題材にして、見ザル・言わザ

ル －聞かザルの3体セッ トや単昂もあり、置き物

のほか貯盆箱やペン立てなどの種類もあります。

10月から制作を始めましたが、一日2、31園
が限度で、限定100個の作昂です。

間芸工房の野村さんは「力、わいいデザインです

が、表情が全部遣います。ぜひ手にとって選んで

くださいjと話していました。
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健康ィンフオメーシヨン
問い合わせ：保健センタ－ ft83-3309 ※n r-手帳持参

由回・

事 来： 名 月 日 f』三 場
（対象持等） 受付時間

I 2J J 5 11・12U・

健康体操教室 1911・2611
保健センター

Ui';"lt m L 、ずれも （~）

9 30～ 

l 2J-J 5 II・12日・

1911・2611
保舵センター

L、ずれも （金）

9.30～ 

健康相談
（相談話望Hii'l l 2J J 2 11・9日・

本第2金l胤川は｛泌総センター 1611 
老人？1Ji祉センター

で栄t童相談 L、ずれも（火）

13:30～15:00 

l 2J I 1711 (1ド）
基＼！下集係センター

13・30～15:00

心の健康相談
12J J I 11・15日

(i~~J~7'~~ 
L、ずれも （） Il 新川l'!'I：.センター

します。（fi52-2647) 13:00～14:00 
ほう性老人の相i，設も受けますミ

ひきこもり等家族教室
侮jJ!,ii I水II出U

新JllJ'/'I：センター（ひき こ ちりの酬や·•1·1·;.r, ／＼，，の） [4:00～15:30 
l刻わり方などをやびます

女性の健康相談
毎週＂.＇ii:ll111llI 

新川I＇／＇七センター（思側1古、川1'19）！こ尚矧の） 13:30～15:00 
身体｛向精神的悩みのffl.1淡

4か月児健診※ 12JJl611（火）
保健センター

(15年8灯刊でまれ） 13:00～J 3:30 

9～10か同児教室※ 12川911（火）
保健センター

(15年2丹、 3JI’｜：まれ） 9:30～10:00 

3歳児健診※ l 2J I 1811 （本）
（呆舵センター

(I 2{!'6Ji、711’1・まれ｝ J3:00～13：・ 30

。人をいつくしみ o人を理解し 0人をいたわり o人を愛し 0人を信ずる

とのJ以が社会信組のJ以である。

社会福祉協議会だより

ふくし＠；ら 朝日町社会福祉協議会は、みなさんとともに絶域の宿枇向上を
包揺す民間社会福祉団体です。

《以下の業務も行っています》

事務所あさひ福祉センタ－内
n83-0576 四83-1589

－弱目釘ボランティアセンター ・日本赤十字社貌巴町分区

鵠臼釘筈窓銀行 朝臼町民笠委員児童委員協議会

共同努金会朝日町支会

iサ支
干ンの
』ド

揚
げ

71歳以よのひと

り暮らしの巧を対

象に、食事を囲ん

で楽しいひととき

を過ごしていただ

く fふれあいラン

チサービスjが10

月24目、南保地区

を度切りに各地区

で開催されました。

この事業は、昨

年町民のみなさんにと協刀いただい

た、赤い羽根共同募金の配分室で毎

年開催され、赤十写奉仕団、食生活

改善推進連絡協議会、民生・児童委

員などの地域ボランティアの方々に

楽しいひととき－－－－－－

Iふれあいランチ-t;t~ビスjが開催されました
nt
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ナス…0 ・ . q 1 3 ～ 4-1~(300g) 小麦粉 ・…一 1/4カップ
ツナ；Ii・・・ .... I :ri(70g) 卵． ... eφ................ 1 fl i ~ 

Ii. 
パ七リのみじんl:)Jり．．．ぺ、 l パン粉........・・・2/3カツプ
マヨネ一ズ．．．．．．．＠＠．．マ人； l 揚げill!・ .............. · ）~ 鼠； 

月4 ............……少々 i下からし・……………少1tl:

こしょう 0・ー－ …少々 しょうゆ－ 一…・一通M
パセリー.....…－……・ l校

（作り方〉ー

①ナスは7 ミリのU；さに1l! 1WJ りにし、／ド＇x~を拭き取る。

② ボウ 1レにツナ~Ij・ （臼｜｜は収り除く ）、 Ii.ねぷパセリ、

マヨネーズ、刷、こしょうを人れて泌ぜ合わせる。

③ナスに小麦粉をまぶし、 ②をはさんで小友粉、 I溶

き卵、パン粉のJl~iに火をつける。

④ 180院に熱した羽11できつね色に制げる。慌に盛り、

からししょうゆとパセりを添える。

※減品，［にはレモンを添えてもよい。

協力をいただいております。

参加されたみなさんは、おいしい

料理や余興に会話がはずみ、ふれあ

いのひとときを過ごされました。

あたたかいID¥r愛の袋jに
一歳末たすけあい運動一

今年も12月1白から31日までの期

間 「みんなでささえあうあったかい

地域づくりjをスローガンに、歳未

たすけあい運動が行われます。

みなさんからお寄せいただく ［愛

の袋募金jは、 笠活困窮世帯や寝た

きり高齢者、重度1!:,1身障害者の方々

へのお見舞金として、 また、地域福

祉活動として、ひとり暮らし高齢者

への配食サービスや、重いすなどの

福祉機器の貨し出し等の事業の資金

になります。

I愛の袋募重Jは町内会長さん、ま

たは担当の民生委員さんにお願いを

しています。

みなさんのあたたかい1!:,1を「愛の

袋Jにお願いします。

福祉・ボランティアの表彰

第15固富山県民ボランティア大会

が10月25日、富山県総合福祉会館で

開催され、次の2団体が表彰を受け

られました。
12月の休日救急診療当番医諮甥～午後間

7日（日） 丸 川 病 院 n83-3391 

14日（日） 高 機 医 院 岱82-0010

21日（日） 板 東 病 院 n83-2299 

23日（祝） 橘 医 院 ft82-0791 

28日（日） 寺 崎 医院 ns乙1118

29日（月） 申川医院 H82-0120 

30日（火） 板 東 病 院 合 83-2299

31日（水） 松宮医院 H82-0051 

－富山県知事表彰（ボランティア功

労部門） 草野四つ葉会

－ボランティア活動推進富山県民会

議会長表彰 朝日民舞会

また、平成15年度全国社会福祉大

会が11月11日、 東京日比谷公会堂

で開催され、 ［富山県共同事主主朝日

町室会jが中央共同募金会会長表彰

を受けました。

~7~ありがり
~ あたたかい，t

・東京都 山DIii'i、1＜さんから故郷・：v1

｜オlllfの相祉と78'1;1：ー化を願って

3,00011! 

・米IHf R波千鶴 fさんから亡夫卯

七さんが＇ k1'11iお111：，，になつたto、干L 

として I 00,0001 L J 

。〉 朝日fBJ善意銀行（10月11日～11月10日）

・相11nー｜ 柳沢例lーさんから亡舟めど

りさんが午前お｜片品になったお礼

として I 00,000円

・制11lllJ老人クラブ辿介会綿入部 さ

んから環境フェア 11 11.~； ~x首金の一

市IS 27,0101斗

‘’桜lllJ 大久保巾秋さんから

10.000円

·I~＇lftlフェア地逃£－1会さんからリサ

イクル自転車売上金の一部

11,000円

. ，·；~野 とく名さんから

20,000円

。あさひ総合病院 H83-1160 第2・第4土曜日は外来休診（試行）です。
急患は夜間・休日を問わず、 24時間いつでも受け付けします。

tlD・， このページは、一部共同募金の配分金で発行されています。
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1 ヂ16~ 人権週間です
1点本的人HU立び自由を遊ぐ！＇し i確保

するため、 111:W.のすべての｜主｜と人々

が述成すべき共通の同様として、IEI

述総会でr111：科人判長室・n-Jが係以され、

それを ，i~念して係机日である I 2J JI 0 

Hを I人彬デーJと定めました。

法務行IえてF全国人権擁護委U.i!li{t

会では、19;1係機｜英！の協力を何て、人

権デーをlil終円とする l~昼間を「人

権ii!!!1111 J とし、さまさ”まな1~11tf i !WJ 

をifいます。みなさんも身近なこと

から人般について」Zえてみましょう。

［人権相談のご案内］

何｜｜ の’j:_i,T;の＂＇でお問りのことや

悩み ·J ~があるときには、お近くの人

権j持i，進委L1または高111地方法務J,,if.(l

rlt支），，jに、お気mt.にご相談ください。

O富山地方法務局魚津支局

魚iJt di本lllfI -3-2 ft22-046 I 

0朝日町人権擁護委員

11rn-1勾．さん （j'i'I；川ft82-1957)

新Ill 』IIさん（尚三ifll111Tn82-I 631) 

(JI米側:t.fさん｛淀川5T II n82 -I I 73J 

年金だより

くらしの情報室

Li、1l1191Inf・む町町四ti()ll

－－咽四一

あなたの大切なf戸籍jを守ります
＼ ～戸籍の届出時の本人確認にご協力を～

うそ、偽りの届出を防ぎ、戸籍

の信頼性を確保するため平成16年

1月から戸籍の届出l待に本人確認

を実施します。

0対象となる届出

婚姻届、協議機婚届、設子縁組届、

養子高~縁組

0本人確認の方法

戸籍の届出に来庁された方につ

いて、運転免許証 ・パスポートな

どの写真つきの公的身分証明書等

の提示をしていただきます。

上記の身分証明書をお持ちでない

方でも届出はできますので、窓口に

お申し出くださし、。なお、来庁きれ

ない届出人に対し、届出がめったこ

との連絡を郵便で行し、ます。

朝日町立φ央図書館（ft83-0574) 

新しい本
cg  
おしゃれの賞味期限 西村路号

養老孟司の〈逆さメガネ〉

禅学への道

示平寺の精進料理

新凍りついた瞳（め）

パ力の壁をぶち痩せ ！

ヤンキー母校に生きる

護老孟司

鈴木大拙

高梨尚之

権名篤菩

日下公人他

義家弘介問い合わせ 住民生活課住民係（念

役場内線131) 本気の教青でなければ予どもは変わ

らない 原因隆史

続生きかた上手 日野原重明

-.i~；· 
anego 林真理寺

100万回の言い訳 唯 川 恵

やさしい男 北原亘以寺

武家用ID＼集 Z川優士郎

新川河岸迷い酒 千野隆司

秋の童話 オ－スヨン

霧の夜の戦標 赤川次郎

風が男ていた（上下） 岸恵号

テロリストが夢見た桜 大石直紀

を受け取ることができなかったりし ：動的に引き必とされる口附似併が大

ます。万が一の・JU次や州気などで附：変似ヰIJですので、ご利用ください。

今 1丘、納め忘れがないかどうか

年金も受け取ることができなくなり

ます。このようなこと にな らないた

めにも、保険料は11f.}J納めましょう。

また、 Iついう っかりJといった納

め忘れを防ぐためには、保険料が白

i前九illの ｜：、納め忘れがあれば令；急納

めてくださL、。

却しくは、魚津社会保険 ’H務所

(ft24-I 252) またはi位以fl:.L~'I=. ili 

,w住民｛系 （ft役場内線 132）までお

1111 L、；＇tわせくださL、
～納め忘れの保険料はありませんか？～

litl.L( "l'".ii:の保険料は、 20#¥Zから60

歳までの40＂ド間納めます 。保険料を

納め忘れたjg]lit！があると将米交け11x

る主齢以l出 i 1 :-:;zが減客員~ ~'tたり、ま

た、 kWllllJの納め忘れがあると年令

m~自主ま主主協~rl

・向陽町団地 一一 O戸

・旭ヶE団地一一 1戸

公募期間

12月21-1～12月15円午後51時まで

（ただし、 土 ・日・休日は除く）

入射；資怖や申込方法等の詳しいお

問合せは役場建設課都市長十両係

(ft役期内線253）まで

田罰・

or求人f占有l－覧表ーもご利用ください。なお、すでに録用情みのI島合ちあ0ますのでご了泳ください。
O詳しいことは、魚涼公共職業安定所 怨24-0365へお問い合わせください。

町の工事発注状況（500万円以上）
－このコーナーはlllfが発注したものを射殺していますー（H15.10. I～I 0.31) 

消えた小麦 E・ローラン

つまらない男に恋をして

藤堂志津菩

まひるの月を追いかけて 恩田陸

幻日 高橋克彦

蒼い撞と二ユアージュ

薄暗い花園

炎の条件

松岡圭祐

岩井志麻号

森村誠一

本の紹介
『ケ
｜
タ
イ
を持

っ
た
サ
ル
』

正
高
信
男
著同い』

「ひきこもりJなど周囲とのコミュ

ニケーションがうまくとれない若者

と、「ケータイJでいつも他人とつな

がりたがる若者。両者は正反対に見

えるが、じつは成熟した大人になる

ごとを拒否する点で共通している。

これは f号ども中山主義jの家庭で

青った結果といえる。現代日本人は

I人間らしさjを措て、サルに退化し

てしまったのかつ 気鋭のサル学者

による、白からウロコの家族論 コ

ミュ二ケーション論。

女ホット求人情報大
行 機l：地先 完成J";j'. ,i,'JCUi:鍛 1農民 r. .:'A！お

制jU町公Jt下水ill'Ii Ji 
l可 －＇. i11i~I 1511：・I))I 5.722.500 (f骨 ）.；＿ ill 興業

内 －＇.i10RU:~fNEi14333 ：；外 l路綿l1i.'.! L 'Ii 卜 11<迫~~

制ll:J口i公共 ト水ill・If虫色
ぐi~）＇ 15'1'-1211 18.鈎0.000 l箆 ！i~ T. 業（f:li)rm主線営安否＼4102-2：；－外5路線i1i.世1:・Ji

｜リド迫ぷ

判iU日j公共 F水辺・If~
15'1＇・1211ii'I桜m r~~総；l1303l；外 l 路線l1i，没 l’Ii i!J 下 15.225.00。（！羽 竹 IA! 前l ｜、 1J<j(j；~

M'ij－ 剖：J足当rnトt'!:Hiii'li~ l十j保~ 1511'121! i.245.COO Jl長 ~~休
lもi！~~.@'ii出iメ.l;!i 迫鉱由.，；.：文nr ・Ii Ill ill 叫tλIL 

水戸'IiJ~ 

~.~ q＼主ali主業 1；~トl'!r~!lii ・Ji~ j(j 下 1511'-1211 5.0<10.COO m c~ 体
it1 F地 1,1_1；~淀川I1Jく改修 1:・Ji 主主 品II1tun .~！’ 

制ト｜田I公共 F水ill ・Ji~
修生町同 16'1' 111 I 8.42i.500 判：HI；主総ft出~14325；；外 l路線11;,r1 r.・1: 小川建設 J業｛附 FJj<ifiぷ

例fl 日j公共ト水道・II~
~ irn聞［ 1611' JI I 14.700.000 '.llll日I主総l'.J'IJEil4321：；外3路線l!i.. 21：’Ii 小 .ff：往ぷ｛仰 ｜、ノド泊漂

熊’~'J"ifJづくり ·11業
十延 町［ 15lf.l Ill 13.860.000 町ii1地ヶ任桜田［線外2銘線消勺 l；必•＇1 l：白Ji {!:1<)氷 見工業 i,r ill~.潔

見世”；戸街づくり・Ii~
オu:<!lf 15W12JI i.ii0.000 町fillJ!!l,'i野原状2 ：；~員派， · ~；持ぷii't 1：’Ji ぷ l：建設（附 lJUH! 

哲l~J訂文化体訂七ンタ－ !l12!Hf主改修J:'Ti 定E 15！ド1111 30.660.000 F i事 1/ft ~ (f;j 員(f~ tl0 
・1r f.古川

住宅需要実態調査にご協力ください。（～12/7)

'fl.Ji!GJ5年12月分

整理 求人電車樋 年齢
賃金 砿業i署所 4軍用 求人議号

語号 C<llf>I 1・JI 体 日 人：~

縫製工.I賓室
18才～ 126.500～ 事耳 大家庄

2 4206531 
50才 138.000 日里担

2 
幼 児 子 供 服 22才～ 135,000～ 豊n.南保

3 4301731 
結2 製 40才 170,000 日祝他

3 132.000～ 事1境
4395631 j嵩酒製造工 ～35才 220.000 自他

4 長距離遂事E手
20才～ 200.000～ 朝．寧野

2 4433331 
50才 300.000 日lll!也

5 塁 Ill自己線 18才～ 176,000 
朝周山

4149831 
画e1;盤組立 35才 日祝｛也

6 
18才～

158.400 
朝.l寛

店 員 50才 f血

7 厨房業獄
30才～ 750～850 朝。

4431431 
50才 ｛時間鎗｝ 日祝

8 エ ス テ 45才～ 650～800 調。東草野
3 4354631 

アシスタント 65才 何事問給） 白土祝他

9 20才～ 700～750 事局
4 4410031 店舗受付 50才 ｛自寺間給） 他

10 
18才～ 720～1,000 朝舟川新

2 4308231 フロント 40才 ｛筒間鎗） 他

12月の告種相談
〈相談は無料です〉

2日（泊
悩みごと相談

13:00～16・：00 福祉センター

3日l*l
年金相談
10：・00～15:00 役場会議室

法律相談（要予約tel83-0576)

9日以）

裁判所出張調停相談

介護 ・保健相談

子育て ・教育相談

13:00～16:00 福彼センター

10日（水）
年金相談
10:00-15:00 役場会議室

悩みごと相談

16日以）

家 庭・児童相談

行政相談

人権相談

13:00～16:00 福祉センター

悩みごと相談

24日（制
13:00～16:00 福組センター

年金相談

10:00～15:00 役場会議室

・教育相談（教育センター）

受け付け時間 （同 .7J<.木曜日）

9 :00～1 6 00 ft82 -1 000 

・子育て相談（保健センター）

受け付け時間 （月～金曜日）

8 30～17:00 fi83-1920 

12月のガソリンスタンド休日当番店

7日（印 あさひ野農協 n83-1135 

14日（日） 朝日石油 ft82-0661 

21日（日） 全 店 営 業

23日（祝） 全 店 営 業

28日（印 全店営業

交通事故発生状況調
10向末現在（ ）内は前年同月比

人 身 青色 飲 物策

iヰ書究 死者 傷 者 事故

県内
64351ヰ 55人 7764人[7 (-33) (-8) (+41) 

入蓄警告察署 173件 1人 245人 525件
管内 (+6) (-4) (+38) (+2) 

47f:ヰ 1人 72人 1661牛
朝日目J I （ー18) ｛ー1) (-8) (+3) 

．翠E
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有料道路に2
割引制度のE

3ける障害者

女正について
τr~1& 1 s"1＇・12月lヨ、イイ料道路にお

安が改J卜．されます。

ご注意く揺さい d鯵
・正しく使おう石油ストーブ ．雪による煙突や

リ発止され、；i~J'iiイi

た身体障＇,li-fl・ l-I阪：

で割引j必川となり

これからは、火災の起きやすい

シーズンです。l援尉掠具、特にス

トーブの取扱いには十分注意して

くださL、

ガス配管等の破損に注意を

これからの季節は、雪により煙

突やガスの配管等が破損しやすく

なります。す。 ：

J~lイl：の~ifljI; I証でd〉通行は、、I＇成 16

十I'5 J J 3111までとなりますので、今

後全ての；＇jが新規に手続きをiIう必

裂があります。

(2)ETC干IJ川II与にも割引が池川されま

す。なお、この場合の刑’iij白川は、I~

成16｛ド IJ 12011からとなります。

(3）改正にあたり、泉所iの千続きが必

要と iなります。

0手続きにご持参いただくもの

①身体附；作者f1阪またはfl;(t.f千帳

②句鉛を(i';~＇｝. される自動車の ｜’ ｜ 励 1l f

検1'f..l1E(Jj.(検証）

③述転免，l'F,l!E （障古者ご本人が巡似

される財合のみ）

④おT持ちの苦lj引証（必~なくなり

ますので~納してください。）

－使用前には点検整備の実施

．火を消してから給油を行う

．タンクのふたはしっ

これらが破損すると、ガス漏れ

による爆発、出火及びボイラーの

かり閉める

・周囲に燃えやすい物

を置かない

－灯油であることを確

かめてから給油する

．ストーブをつけたま

ま寝ない

不完全燃焼によ

る一酸化炭素中

毒等の似悶にな

り付けたT巨司夜間のqiJ.t, ~干 － 証明書も：おり l次 II！与しますので、 火災と 11\Jjli\ え

：持参くださL、。 ・ないようごil＇意 ください。

：その他 陣常行；1;11’；Iの対象となる方、： O吹鴫日時

：対象となる自動rl（は現行とJri］総て・す。 ~ 121128川(II)～31日(7]<)

：お問い合わせ ：午前711キと午後9時

・健威福祉課地域悩ril：係（宮役場内線144) ~ 0欧鴫方法

なお、 ETCをご利則の財 ｛~ は、： : 15秒l次llJ:j、5紗休みの断続31111

ETCカード（原則として陣内仔本人 ？ 歳末のサイレン眼鴫について ~o映鴫区域
名:f~）、す~ikを希望される ｜’｜動 Tj(に収 歳未特別符j成のサイレンを次のと ： ’；~J 11 lllf全域

道路除雪にご協力を！！
~亙II亘Ell里圃

・冠温量邑孟量置

0路上駐車はやめて

道路上に自動車を放置されると

除雪ができません。

O道路に雪を捨てないで

雪を道路に捨てると交通の支障

や事故の原因となります。

O歩道除雪にご協力を

歩道は幅が狭く、障害物もあり

｜徐~車で全ての除雪はできません。

みなさんのカで除雪にご協カくだ

さし、。

0投雪は計画的に

無秩序な投雪により床下浸水など

が起きる場合があります。計画的な

投主語、をお願いします。また事故防止

のために、ふたの閉め忘れのないよ

うにお願L、します。

O地域ぐるみの除雪を

除雪にはみなさんの協力が必要で

す。小型除雪車を貸し/l:lします。

O除雪車に近づかないで

除雪車は急にパックしたりします

ので危険です。お年寄りや子供たち

に家庭でよく指導してくださし、

0消雪パイプの散水停止時間

約百パイプは、電力契約により、

下記の時聞は水が止まりますので、

ご協力をお願いします。

11 :00～12・：00 13:00～14:00 

～除雪に関するご要望は、

町内会長を通じて下記へ～

〈国道〉国土交通省黒部国道維持出

張所（宮52-1714)

〈県道〉 富山県新川土木センタ一入

善土木事務所（宮72-1099)

〈町道〉朝日町道路除雪本部

H83-I I 00 H83-1300（時間外）

くらしの情報室

Uving Inf ()r町四tif)ll

：できません。 f供が生まれたら、 Ill：の場介には、所得制限により支給さ

児童手当を支給します ；引Illと一緒に児童手当の巾請も忘れ：れません。

児1'j'i:f、＇Iは、義務教育就学前児童 ：ずに消ませましょう 。申請の｜僚は、： 詳しくは役場健康編祉諜地域制』｜｜．

を茂行しているんーに支給されます。 ~ n i鑑と辿1111~ を持参してくださし、（公：係（会役場内線144）へおNfJ l 、什わせ

このT、＇＇＂土、 IJI請によって受給で ：務！1は勤務先に申請してくださL、）

きるもので、 IJI；請していないと受給； ただし、前年の所得が一定額以上：

母子家庭のお母さん、
寡婦のみなさんへ

～みなさんの自立を麦援します～

0自立支援教育訓練給付金
－リ~•'It扶 1!tT土iの支給を受けている

か、 l1iJ織の所得水準にあるfj 

. ）＇／’｜：センターの母子白立支経口と

くださL、

り＇ij；；川労働者を解属 したことが

ないこと

対象労働者経111!'H街、ホームへルパーなど

指定された教向訓練を受講した月

f家雌のnに対して支給します。

の相談をJillじ、資格取得する刊行1E －児q；・：扶設千:!..iの支給を受けてい

対象者 （全ての要件を揃たすこと）

． リ~ tj＼以後r-、＇Iの支給を受けてい

るか、 l • iJ被の所得水準にある ）~］

. /',J：’hセンターの母 f向立支援員

との＋｜｜談を)1]jじ、 j出職に就くた

めに必~であると認められる万

．｝尿川保険の教宵訓練給付の受給

資桁のないん－

対象講座 Jui.川似険a11J度の教育；i!ll

糾給付の指定説！奄

支給額 対象論！佐の受講料の40%

に十｜｜ 叶する制 （｜．限20万円、下｜似

8千l'J)

0高等妓能訓練促進費

＇｝品川 n~1 な資絡取得を容易にする

ため、 ／：｝.（ ~り起の舟が2年以 l二位

成機WJで修業する場合に、一定WI

｜問、 1'.. .'j 等技fi~ ，Ull糾促進費を支給し、

'L rlf Y'.i:のf!+u.をii理減します。

対象者 （全ての袋件をみたすこと）

・Itーが1'.';jく、 j自織に就くために必裂

であると認められる方

－就業または育児と、修業のi"'i）／が

｜本｜刻！：と認められる万

対象資格 石遺師、介護稲ネ11:＋：、以

内！？、 .fill学療法上、作業僚i去十

支給対象期間 修業期間巌後の3分

の lのWJ間 （12か月を限度）

支給額 } l傾103,000円

0常用雇用転換奨励金

/:J （家！必の舟を新規にパートタイ

ム咋の非常勤鹿町労働者として／11［川

し、 O.IT実施後、；常月・IJuf川労働行に

Int川似換したIt~ ）十L:t. に対して焚励金

を支給します。

対象事業主

・あらかじめ、臓業訓練実施計11l1j·＇~ 

(0 J T ,11ー阿脅） を提出し、 1孔泌を

受けたが~ j~ 

• 111'.J II f米｜喚通m事業主であること

. i位L6かJl I日lに事業主の都合によ

るか、 i円i様の所得水準にある；＇j

. I限業紺介機関に求職巾し込みを

している/j

支給要件

－職業制介機関の紹介を受けてJn'.

JIJしでも、ること

－採川から 6か月以内に・，：j：；川Jui川

に転険していること

• Jui.川転換から 6か月経過後も’ii:;

川雇用者として継続原川してい

ること

－過去3年間に鹿Jl1したことのあ

る／jを再び戚凶するものでない

ー’~」」

支給額 一人勺り30力ー111

0申請窓口 新川厚生センター

0問い合わせ

・新川Jtl生センター（H52-I 224) 

．役場健康itil祉課地域弘i枇係

(ft役場内線144)

｜間庭等就業自立問か閉ざ写山｜
～母子家庭のお母さん、寡婦の方の就業支援、相談など行います～ ft076-432-4210 

．翠掴
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なお、，LJ,¥j1苛票に記入していただい：ような、わかりやすいホームページ

：たい.J'tfについては、統計.i去に卦づき・を！｜指していきたいと思います。

’：泌総がi厳守されますので、止i絞なこ： なお、ホームページから診療の予

：記入をお願L、します。 : *ZJや例人的な州状の質問は受け付けて

38体操はボール、ベル、ベルタ： 一経済産業省 ・富山県・朝日町一 ：おりませんので予めご了ポくださし、

ーを使った健康体操で、制広い｛j'.・代： : http://www. town.asahi. Loyarna.jp/ 

の方今に取り組んでいただける生訓； 取り壊し家屋の ; ge附 alhospital/index.htm

スポーツです。 ~ 届け出はお早めに ； ？ 

お気軽にお越しください。ぉf仇 j平成15午巾（平成151ドl月211～ j寄付ありがとうございました

しております。 : 12) J 31日）に家屋を取り峻しされた ：マ釧路市 ・金JI：俊ーさんから

日時 12月4l:J、1811(第 J・3本HM11 J ; J'iは、税務総までJroけ間てくださL、。： y~ J'j＇（川lヌl占471川、家庭用教育図書

時間 午前lO時30分～1211与 ・ittiけIiiがない場合は、米年度も｜古IJ.i::: 201川、 教職llJIJI刈持4冊

会場 サンリーナ ：資ji~：税が課税されますのでご汁ー怠く ・マド迫 1,· . .((t出羽i了さんから

詳細 ・問い合わせ ：ださい。Iii］けIiiは、税務課に備えH ; f.(ti-H利雄作 ・絵画fJ風景J

（社）H：本38体操協会公認指導fl・ ：けの111活者に必要事項を記入のうえ ：マ股Jllf.泌111政1v・1さんから

i勝田芳伎（fi076-49l -2574) ：挺fl＇， してくださL、 ： 似II倣lりl作・ 絵｜刈「幻想剣鼎J

・知§ ” ：c問い合わせ ：マあさひ出川絞れl川地保護

Ln 桂 三； 税務附税問 場内線123・124) ~ (If)＞ら 肌帥l台

：マ山JII di .大久保民ーさんから

製造事業所のみなさんへ ； あさひ総合病院のホーム j ~n111仙人作・ 絵幽「龍虎図J
； ページを開設しました ；マ ：校総 ｜州立行さんから放向山

外米の診療卜｜桜（受付 .~診察時附、： 二郎氏の辿ぶにより lllf発民のため

：必然｜灰白Ii）や｜坑｜勾で笑施している健： 1,000,000円

: J,U診断などの情報を掲載しています。 ：マil'illF・）J役付月識さんから

みなさまの健康をサポー トできる・ 本版11l1jIトネ リコj f永平寺山門J

[ 
包 83-3700

今；＇＂Ii＇、ろ川情報

～統計調査にご協力を～

平成I5年工業統計測貨を 12川31

U現イLで行t、ます。，VliJl'f.のゾJ胞にあ

たり、本年12円から米1j'.I J 1にかけ

て調査員がお伺いします。

ありか

育加ユミコアーストコンサート
・日時 12月6自国 ディナータイム午後6時30分～ア時30分

・湯所あじわい館 コンサート 午後7B寺30分～8時30分

12月の営業

〈最新情報はホームページにて）http://www.asahimachi.com/nanairo/index.html 

～坐 μ らくち～の情報 H82-0990 

。
。
。
。
｛本み。休み｛本み｛木み。休み

資源物

（町資源物回収広湯）

・DI

。｛木みイ木み。。休み。し原収集

赤川焼司fJiO)置寺初

E茅詞2・A温

見骨IL・言わ岬IL・聞か伴IL

r11号為のお鑓も君事』

~.1-:to~lu邑丑岨

販売開始

12月6日ω
価格

3,500円

※'.j：，.｝：は12月2911（月）まで、｛J・始は211

ゅより営業しますa

｛本み｛木み

12/30 
ω 

燃やせるもの

｛本み休み。。｛木み。燃やせないもの
21日（日

冬至 ・ゆず風呂
22日開）

年末年始は休まず営業いたします ｜ 
｛木み休み休み｛木み｛木み

0 
午前中

燃やせるもの

（工コぽ～と）
個
人
持
込
み

アゼリアホール情報 休み休み。。休み
0 

午前中

燃やせないもの
（宮沢清掃センター）
※許可証が必要です。

n83・2000

12月21日（日I)X'masダシスパーティー
18:30～21 :30 主催／アゼリアホール

》 ルナ・クパーナによる生演奏を

お楽しみください b

アスカインフォメーションで販売］

休 館 日・・2日、9円、 161卜 2411、

30卜｜、 3I II 

夜間休業マー l「｜、 811、1511、2211、2911

今年最後の朝市を臨時開催します l

日程 12月14日目、 28日（印

午前8時30分～9時30分

お正司用の商品もご用意しておりま

す。みなさんlぜひお越しください l

臨時朝市開催のお知らせ

時間

。。

当日券／1,300円［前売券／1,000円

12/28 
日

休み

12/27 
国

。
分区

12月の月間行事予定 （11日制は休館日です）

23日（初クリスマス“ロッカー”プレゼント

28日制年末お楽しみ大ビンゴ大会

」i僅Z畑畑はシルバーデー

·~誌志：！tj：・はレディースデー

7日日お子様キャンデイ一つかみ取り

カラオケ発表会
14日（印

午後2時30分

［町の人口］平成15年11月1日現在 、

人口 15,632人（・20)

男 7,346人 （・11)

女 8,286人 （・9)

世帯数 5, 118世帯（ +2) 

（ ）は前月比! 白ダ
砂

．お問い合わせ
朝日町役場総務課総務広報係
〒939-0793
朝日町道下1133
n 83-1100 FAX 83-1109 

．ホームページ
http://www. town. asahi. 
toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， 
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削
る
。
そ
れ
も
5
年
以
上
乾
燥
さ
せ

た
ヒ
ノ
キ
で
な
い
と
、
ひ
び
割
れ
が

山
た
り
し
て
も
の
に
な
ら
な
い
と
い

う
。
そ
の
ヒ
ノ
キ
の
も
つ
材
質
か
ら

川
和
で
催
し
い
気
品
を
引
き
出
し
て

い
る
。

山町村
和

4
さ
ん
は

1
9
5
4
年
に

制
川
町
で
生
ま
れ
る
。
父
は
彫
刻

・

版
州
家
。
山川
校
3
年
の
と
き
に
山
民

に
初
人
選
。
そ
の
と
き
木
彬
の
社
引

に
進
路
を
決
め
た
と
い
う
。

日
小
業
後
、
川
被
の
上
小
川ぶ山本

・
川
似

和
トト〈
氏
（
創
以
美
術
述
作
会
会
長
）
の

工
一回
に
住
み
込
ん
で
必
ず
人
り
。
1

9
7
5年
に
は
、
県
川
山
口
を
受
賞
し

て
い
る
。

8
年
の
修
業
を
続
て
今
臼

ま
で
約

ω年
木
彫
り
一
筋
。

こ
の

「
培
拙
う
刻
』
と
い
う
作
品

は
、
州
立
ふ
る
さ
と
必
術
館
で
開
僻

さ
れ
て
い
る
「
と
や
ま
の
で
誌
と
長

閃
」
以
に
山
川
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

作
川
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
平
刷
か
ら

＠
l
あ
さ

ひ
の
美
術
ー
日
比
U
M
HU
⑮

・2003.121 

柔
ら
か
い
消
潔
な
本
肌
と

水
け
が
夫
し
い
。
以
前
は
ヒ

パ
の
木
片
を
いぶ
材
と
し
て

い
た
が
、

以
近
は
も
っ
ぱ
ら
ヒ
ノ
キ
を
ノ
ミ
で

⑫ ~＠周届出分
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植
物
の
椴
憾
な
ど
が
浮
か
び
あ
が
る

と
い
っ
た
作
風
か
ら
い
っ
そ
う
立
体

感
を
強
め
た
形
体
と
な
っ
て

い
る
。

な
め
ら
か
な
抽
象
の
耐
織
は
、
闘
の

山
化
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
そ
う
だ
。

端
に
小
さ
な
小
品
が
ぶ
っ
て
い
て
、

こ
の
ヂ
思
議
な
幻
惣
の
刊
仰
を
比
波

し
て
い
る
。
小
山
は
作
家
’
U
身
か
も

し
れ
な
い
。
ヒ
ノ
キ
の
村
自
の
五
し

さ
と
化
の
夫
し
さ
に
は
ψ

映
し
て
い
る

作
家
の
心
が
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
及
川
%

を
か
も
し
だ
し
て
い
る
。

年
季
を
杭
ん
で
前
き
上
げ
た
技
術

と
ぷ
材
の
感
触
と
作
家
の
樹
木
を
愛

す
る
心
が
融
和
し
た
秀
作
で
あ
る
。

一
－
と
や
ま
の
工
芸
と
美
侃
一

一
日
月
初
日
偏
i
m
M
月
お
日
制
一

一

一

般

3
0
0
円
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一
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中
高

1
0
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円
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民子（88)
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lllf ・"'・ 4イミ卯七 （76)日波

広
報
の
ひ
ど
り
ご
ど

V
は
や
ロ
川
・
；
。
白
地
し
に
冬
の
足
首
が
大

き
く
な
っ
て
く
る
今

nこ
の
ご
ろ
で
す
V
炎

紙
で
制
介
し
ま
し
た
が
、
山
附
地
凶
の
川
ん

ぼ
に
冬
の
他
行
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
ポ
し
ま
し

た
ω

集
ま
っ
た
人
々
も
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い
た
こ
と
な
い

ち
ゃ
あ
」
と
の
こ
と
で
、
ト
八
変
珍
し
い
制
光

%
御

．
h
様
で
し
た
V
数
川
後
、
今
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も
山

山
山
川
川
池
に
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
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が
脱
米
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た
と
い
う
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ー
ス
が
新
聞
紙
上
に
の
削
川

川
で
一
服
｝し
た
彼
ら
の
安
な
ん
で
し
ょ
う

か
V
シ
ベ
リ
ア
か
ら
約
3
．
0
0
o
J
を
蹴

って、

川
本
に
米
る
の
は
約
2
7
．
0
0
0羽

と
一一一－い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
け
｛米
朝
｝し
た

の
は
そ
の
う
ち
の
ア
羽
で
し
た
V
取
材
な
ど

を
通
じ
て
、
九
ノ午
も
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
人
と

川
会
い
ま
し
た
。
そ
し
て
2
0
0
3年
以
後

の
は
川
げ
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
冬
の
他
行
が

巡
ん
で
き
た
の
は
、
初
心
そ
の
胤
以
と
、
%
に
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v
M
6
F分
の
l
｝
の
山
会
い
で
し
た
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